
こうふ社協だよりこうふ社協だよりこうふ社協だより

SDGsの取組って、社協の事業にも当てはまるんですか？
では、甲府市社協の事業を具体的に見ていきましょう！

〒400-0858　山梨県甲府市相生二丁目17-1

URL:https://www.kofu-syakyo.or.jp/
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甲府市社会福祉協議会は、「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を目指し
て活動しています。

SDGsは、世界の社会、経済、環境などの課題を統合的に解決し、持続可能なより良い未
来を築くために17の目標を設定しています。
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SDGs（持続可能な開発目標）   と 甲府市社協の主な取組
小地域ネットワーク活動

見守り 声かけ で安心した生活を送る！
　自治会を1つの 小地域として、自治会長や民生委員児童委員、福祉推進員

がネットワークを組み、一人暮らしの高齢者など社会から孤立してしまいそ

うな方の生活を見守ります。

　社会とつながり続け、住み慣れ

た地域で安心して生活ができる

ように、地域ぐるみで取り組む助

け合い、支え合いの活動です。

いきいきサロン

地域の居場所・介護予防！
　65歳以上の方ならどなたでも参加が出来る、仲間づくりや生きがいづく 

りを行うための地域の交流の場です。

　健康で楽しい生活が送れるよ

う、茶話会や軽体操を始め、様々

なプログラムを参加者皆さんで話

し合って行っています。
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SDGs（持続可能な開発目標）   と 甲府市社協の主な取組
ようふくリレー

フードアプリケーションプラス

　子どもの成長は早く、サイズが合わなくなった等の理
由により、まだ綺麗なのに着ることがなくなった子ども
服や使わなくなった子ども用品を市民の皆様などからお寄せいただき、次の子ども達に無料で
リレーする「おゆずり会」を開催し、子育て家庭への支援を行ってい
ます。
　この取組は、令和3年度にスタートし、これまでに4回開催しまし
たが、来場された皆様からは、「綺麗な洋服がたくさんあり、びっく
りした」や「服を買っても、すぐ着れなくなってしまうので、こんなに
可愛らしい服をもらえてよかった」などの感想をいただい
ています。
　こうした中、今年度の第1回目となる「おゆずり会」を7月
に予定しています。
　開催日時や開催場所など詳しくは、8ページをご覧くだ
さい。

　家庭や企業の皆様から食品や生活用品を寄付していた
だき、子ども支援や生活支援に関わるNPO法人などを通
じて、必要とする方々にお渡しします。
　令和4年度は、学校給食がお休みとなる夏・冬・春休み期間に合わ
せ、3回実施し、個人をはじめ、企業、団体の多くの皆様にご協力をいた
だき、合計で食品約3トン、生活用品約12,600品もの品
物を届けさせていただきました。
　今年度の1回目となる「フードアプリケーションプラ
ス」の実施を7月に予定しております。物価高騰や新型
コロナウイルス感染症等の影響により、支援が必要な
方がいらっしゃいますので、皆様のご理解とご協力をよ
ろしくお願いいたします。
　受付期間や受付場所など詳しくは、8ページをご覧く
ださい。

（写真は、昨年度に開催した「おゆずり会」の様子です。）
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News Topics
ニューストピックス

地域を見守る！ 564名の福祉推進員

「笛南ほうかつ」ではこんな取組を進めています
誰一人取り残さない！ 地域のネットワークづくり

　皆さんの住んでいる町には、日常的に声かけや見守りを行う地
域のボランティア（福祉推進員）がいるのをご存知ですか？
564名の方が、第15期の福祉推進員として委嘱され活動しています。

　いくつになっても住み慣れた地域で安心して暮らしたい・・・。誰一人不安なく生活
できる地域をつくっていくために、ネットワークづくりは重要な要素です。地域のネッ
トワークづくりのため、皆さんと一緒に地域包括支援センターも日々奮闘しています。

　4月24日に総合市民会館芸術ホールにおい
て第15期福祉推進員委嘱式を開催しました。
委嘱式終了後には、立教大学コミュニティ福
祉学部の川村准教授を
お迎えし、「地域でつな
がり、共に生きていく
には」と題してお話し
していただきました。

広がり続ける笛南エリアのネットワーク

　この４月から、主任介護支援専門員として笛南ほうかつの職員になりました、
渡邉佳弘です。だれもが住みやすい地域づくりを目指してがんばります！

地域密着型施設連絡会議
三団体合同会議

ふじあざみ会
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福祉センター・上九の湯をバスで利用しよう！

夏休みは家族で上九の湯へ行こう！
7月22日（土）～8月27日（日）
　　　　　温水プールを開放します。

●福祉センター（相生福祉センターは除きます）
　　利用人数：10名以上
　　利 用 日：2カ月前の月の 1日から予約可能
●上九の湯ふれあいセンター
　　利用人数：15名以上
　　利 用 日：水曜日、土曜日若しくは日曜日
　　　　　　　3か月前の月の 1日から予約可能

玉諸福祉センター ☎055-235-3672
山宮福祉センター ☎055-253-6338
貢川福祉センター ☎055-222-0310
相川福祉センター ☎055-254-5688
上九の湯ふれあいセンター ☎0555-88-2525

●時　　間 :午前 10時～午後 4時
●休 館 日 :毎週木曜日
●利 用 料 :甲府市民
　　　　　　（大人 310円 /小中学生 100円）
　　　　　　（障がいをお持ちの方 110円）
※温泉施設の利用料でご利用できます。
※プール利用時には各自水着を用意してください。
※休憩室、サウナもご利用ください。
※詳細は、上九の湯ふれあいセンターへお問い合わせ
　ください。

※詳細は、バス定員等が異なりますので、
　各センターへお問い合わせください。

団体バスの運行について

☎0555-88-2525
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令和5年度社協会員加入のお願い

令和4年度会員加入をいただいた法人

ご協力いただいた社協会費は、地域の福祉活動を支える大切な財源になっています。
地域福祉活動推進のため、社協会員へのご加入をお願い申し上げます。

令和4年度 社会福祉協議会の活動状況
社協会費は様々な事業に使われています！
令和4年度実績　２３,734,250円

○地区社会福祉協議会の事業費 決算額15,244,134円
○会費取扱手数料   決算額 1,125,789円
○甲府市社会福祉協議会の事業費 決算額 7,364,327円

（単位 : 円）令和4年度の収支決算額
法人運営事業
66,526,708 

生活支援体制整備事業
25,383,290

ふれあいまちづくり事業
2,316,168  

会費取扱手数料
1,125,789

住民参加の支え合い事業
26,180,577  
ボランティア振興事業
21,177,500
成年後見事業
25,561,056 

指定管理施設経営事業
190,412,524 

介護保険関連事業
112,925,173その他事業

11,639,462

地区社会福祉協議会の事業費
15,244,134 会費収入

23,734,250 
補助金収入
57,119,719 

受託金収入
275,614,499 

サービス区分間繰入金収入
15,054,887 

事業区分間繰入金収入
2,145,639 

その他収入
11,588,035

介護保険事業収入
74,762,763 

障害福祉サービス等
事業収入
32,466,900 

収  入
492,486,692

支  出
498,492,381

会費収入の約７０％がお住いの地区社会福祉協議会の活動費等に充てられています

● 株式会社　甲府共和電業 様
ご寄付ありがとうございました

　その他多くの方々からご寄付が寄せられまし
た。皆さまからのご寄付は、地域福祉事業など
に活用させていただきます。

（株）アークメディカル
秋山陶器店
（株）あっとほーむ
いちやまマート増坪店
（有）インシュランス相和
太田工業（株）
（福）奥湯村福祉会
長田自動車整備工場

（株）甲斐延
（株）峡南堂印刷所
（同）ケアプラン小瀬
（医）健栄会
（一社）甲府市医師会
（一社）甲府市歯科医師会
（有）甲府南オート
（有）坂本　（2口）

（株）サンカイゴ
ＪＡふえふき笛南支所
（株）シダー　（3口）
（株）芝保　（2口）
（株）少國民社
（株）洗心
（福）中道福祉会
（福）南西保育会

芙蓉建設（株）
（株）PRINKS
古川輪業
（株）フロンティア山梨営業所
（株）三森商店
明友商事（有）
（福）山梨ライトハウス（2口）
（有）山平浅川商店

（株）湯村自動車学校
（福）四葉会
Ｙショップやましろや店
（株）渡辺工業所

※他の法人は、第62号に掲載済
※五十音順・敬称略
※一口5,000円以上でご協力を
　いただいております。
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収  入
593,716

支  出
593,716

令和5年度 主な事業計画及び収入支出予算の概要

（単位：千円）

令和5年度事業計画の主な概要
～　令和５年度主要課題　～ ❶ 住民主体による地域福祉活動の推進❶ 住民主体による地域福祉活動の推進

○ 地区社会福祉協議会や関係団体、甲府市との連携・協働を一層強化する。
○ 複雑・多様化する地域生活課題や生活支援に積極的に取り組む。
○ 適正な財源の確保や経費節減に取り組み、安定した財政基盤を確立する。
○ 甲府市と協働で策定する「甲府市地域福祉推進計画」や本協議会の「甲府
市社会福祉協議会強化発展計画」の最終年度を迎えることから、現計画
の検証と次期計画の策定に取り組む。

　住民主体による地域福祉活動や小地域ネットワーク活動の更な
る活性化に向けた取組を行うとともに、いきいきサロンの設立・
運営の支援、生活支援体制整備事業の継続・拡大など、住民主体
の地域福祉活動の充実に取り組みます。

❸ 権利擁護体制の整備❸ 権利擁護体制の整備
　「福祉後見サポートセンターこうふ」による成年後見制度に関
する事業の総合的展開と甲府市から受託した中核機関による権利
擁護支援の地域連携ネットワークづくりに取り組みます。

❺ 在宅福祉サービス事業の経営❺ 在宅福祉サービス事業の経営
　国における福祉施策の動向等を見極めながら、収支のバランス
の取れた事業運営に努めるとともに、利用者へのきめ細かいサー
ビスを提供します。

❼ 法人運営・財政基盤の強化❼ 法人運営・財政基盤の強化
　財政の健全化及び組織のガバナンスの強化に向けた取組を進め
るとともに、社会福祉協議会の役割や事業の周知のための積極的
な情報発信に努めます。

❷ 支え合いのネットワークと協働体制の構築❷ 支え合いのネットワークと協働体制の構築
　市民の協働によるまちづくりに向け、ボランティアの発掘や育成、ネット
ワークの強化を図り、広くボランティア活動の活性化に取り組みます。
　特に、災害ボランティアセンターの運営については、地域住民の関心が高
く、また、その充実は喫緊の課題でもあるため、「災害ボランティアセンター
運営チーム」を中心に実践的な訓練を通じて、発災時への備えを強化します。

❹ 福祉施設サービスの充実❹ 福祉施設サービスの充実
　指定管理施設の適正な管理・運営に努め、幅広い社会福祉事業
の展開や地域福祉・健康づくりの拠点として、福祉サービスの充
実に努めます。

❻ 人材育成と業務効率化❻ 人材育成と業務効率化
　甲府市との人事交流、研修計画の策定、自主研修の支援を継続
して実施し、人材育成に取り組むとともに、業務の効率化に努め
ます。

令和5年度の収支予算額
会費収入
23,846 

補助金収入
60,418 

受託金収入
282,112 

ふれあいのまちづくり事業
4,105

生活支援体制整備事業
27,410

その他事業
16,932 

介護保険事業収入
90,514 

障害福祉サービス等事業収入
37,916 

サービス区分間繰入金収入
26,832  

事業区分間繰入金収入
6,060 

その他収入
66,018 

住民参加の支え合い事業
34,748
ボランティア振興事業
23,236 
成年後見事業
27,657 
指定管理施設経営事業
211,001 

介護保険関連事業
136,828 

法人運営事業
111,799

山梨県宅地建物取引業協会会員
山梨県知事免許（15）号185号

〒400-0858 山梨県甲府市相生1丁目12-4（飯豊橋北）
TEL 055－228－8419
FAX 055－228－8427

E-mail:yamanaka@j-gate.net

有限会社 山 中 商 事

山 中 商 事
ホームページ

オフィス家具・ＯＡ機器・学校用家具・事務用品

〒400-0032 甲府市中央2丁目12ー15

TEL 055-232-3611

URL https://www.shojikido.co.jp

6 7



●発行部数78,500部
●令和5年７月1日発行この広報紙の費用の一部には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています。

「ちょぼらキッズ養成講座」参加者募集
夏休みの1日、ちょっとしたボランティア体験を
してみませんか！

安心して暮らせる地域づくりのための計画を策定します。
市民の皆さんの声をお聞かせください。

「誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり」を
イメージしてスローガンを考えて下さい。

①高温多湿な場所に長時間いることで、体温調節がうまくできなくなり、体内に
熱がこもってしまう症状➡■■■■■■■■
②「ぷう×１０００」の電化製品は➡■■■■■
③7月の第3月曜日に祝日とされている日は➡■■■■
④「土用の丑の日」に、うなぎを食べる習慣のきっかけとなったと言われている
学者は➡■■■■■■■
⑤夏に浜辺でよく見かける光景である「水÷火」とは ➡■■■■■
⑥夏休みなどに、親や兄弟等と一緒に、海や観光地を旅すること➡■■■旅行

　ヒント①～⑥やイラストを参考に、ワードパズルに「カタカナ」を
当てはめ、㋐～㋘の文字を導き出して、答えを完成させてください。
　ハガキでご応募いただいた正解者の中から抽選で５名の方に記
念品をお贈りします。

　ハガキに「答え」、「住所」、「氏名」、「連絡先」をご記入いただき、ご応募ください。（7月31日（月）必着）
　なお、当選者の発表については、記念品の発送をもって代えさせていただきます。

【答え】

【応募方法】

　〒400-0858　甲府市相生二丁目17-1　甲府市社会福祉協議会 ボランティア振興課【応 募 先】

【ヒント】

（答えは、ホームページで発表します。）

Information ～社協からのお知らせ～

ア クイ ウ エ エ ケオ カ キ〟

講座

「フードアプリケーションプラス」
へのご協力を！

甲府市社会福祉協議会 ボランティア振興課 ／ 甲府市ボランティアセンター
電　話 : 055-223-1061　FAX : 055-231-6061

甲府市社会福祉協議会 ボランティア振興課 ／ 甲府市ボランティアセンター
電　話 : 055-223-1061　FAX : 055-231-6061

甲府市社会福祉協議会 地域福祉推進課
電　話 : 055-２２５-２１１８　FAX : 055-225-3171　Eメール：ksk@kofu-syakyo.or.jp

甲府市社会福祉協議会 地域福祉推進課
電　話 : 055-２２５-２１１８　FAX : 055-225-3171　Eメール：ksk@kofu-syakyo.or.jp
〒400-0858　甲府市相生二丁目17-1

甲府市社会福祉協議会 ボランティア振興課 ／ 甲府市ボランティアセンター
電　話 : 055-223-1061　FAX : 055-231-6061

甲府市社会福祉協議会 総務課
電　話 :055-225-2116　〒400-0858　甲府市相生二丁目17-1

ようふくリレー「おゆずり会」の開催

スローガンを募集します
募集

甲府市地域福祉推進計画ワークショップ参加者
募集

●日　　時：令和 5年 8月18日（金）　午前 9：30～午後 2：30
●会　　場：甲府市総合市民会館 3階大会議室（住所：甲府市青沼 3-5-44）
●内　　容：ボランティアについての簡単な学習と体験など
　　　　　　（車いす、手話、子ども食堂運営体験等）
　　　　　　※昼食は子ども食堂で、皆で食べます。
●対　　象：市内在住の小学校 4年生～6年生
　　　　　　※送迎も含めて自身で会場まで来られる人
●定　　員：10名（申込順）
●申込期間：令和5年7月10日（月）～8月4日（金）
●申込方法：電話または氏名（ふりがな）、住所、学校名、学年、
　　　　　　電話番号をFAXで
　　　　　　（受付は、午前 8：30～午後 5：15  土・日、祝日を除く）

●募集人数：8名
●対　　象：甲府市内在住の 18歳以上の方
●期 間 等：今年度の計画策定終了 (3 月 )まで 3回を予定
●申込方法：7月14日（金）までに電話、FAXまたはメールで、
　　　　　　①氏名 ②住所 ③電話番号 ④年齢 ⑤性別を明記

福祉への思いを17文字に込めてみませんか。
ふくし川柳募集

●一　　般「日頃の福祉活動の中で感じたこと、誰かとふれあい心の残っている
　　　　　　こと、地域の人とふれあい感じたこと」
●小中学生「困っている人を助けたり、手伝って思ったことや、友達や家族・
　　　　　　ご近所の人との交流で感じたこと」
●募集期間：令和 5 年 7月1日（土）～9月 20 日（水）必着
●応募方法：郵送、FAX、ハガキ、メールいずれの方法で、
　　　　　　①作品 ②作品への思い（70 文字程度）③氏名 ④ペンネーム（希望者） 
　　　　　　⑤住所⑥電話番号 ⑦年齢（任意回答）
　　　　　　小中学生の部は、⑧学校名・学年 ⑨保護者氏名、⑩保護者電話番号

●応募方法
　▶郵便ハガキにスローガン及びその思いをお書きになり、住所・氏名・年齢・
　電話番号をご記入のうえご応募下さい。(8 月31日（木）必着 )
　▶Eメール /FAXでの応募も可能です
　　Eメール : ksk@kofu-syakyo.or.jp/ FAX:055-237-1179
　▶社協ホームページにも掲載しています。
　▶採用された方には記念品をお贈りします。
　▶「第 46回甲府市社会福祉大会（10月26日開催）」開催時に掲揚します。
　▶作品は、未発表のものに限り、著作権は本会に帰属します。

応募・お問合せ先

①

⑥

②

④
③

⑤

ア

ク

イ

ウ

エケ

オ

カ

キ

●受付期間：令和 5 年 7月 3日（月）～7月 21日（金）
　　　　　　 午前 8：30～午後 5：00（土・日、祝日を除く）
●受付場所：甲府市社会福祉協議会ボランティア振興課
　　　　　　甲府市ボランティアセンター
　　　　　　　（甲府市相生二丁目17-1甲府市役所南庁舎 1号館 2 階　☎055-223-1061）
●ご寄付いただきたい食品
　インスタントラーメン・パスタ・うどんなどの乾麺、レトルト食品、　
　缶詰、海苔などの乾物、調味料、飲料、お菓子、お米　など

●ご寄付いただきたい生活用品
　洗剤、漂白剤、除菌シート、シャンプー、石鹸、マスク、タオル類、　
　トイレットペーパー、ティッシュペーパー、生理用品　など

●日　　時：令和5年7月9日（日） 正午～午後5：00
　　　　　　　　　　  10日（月） 午前10：00～午後3：00
●場　　所：甲府市健康の杜センターアネシス1階　多目的室　　
　　　　（甲府市下向山町 910 番地）
●譲渡物品：就学前（0～6 歳）の乳幼児が使用する物品
　　　　　　服（130 ㎝まで）、帽子、靴（19 ㎝まで）、
　　　　　　下着（未使用）、紙オムツ（未開封）
　　　　　　子ども用寝具、ベビーソファ   など ※食品でご配慮いただきたいこと

　　賞味期限が明記され、3か月以上あるもの、未開封で破損など中身が
　　出ていないもの、お米は令和４年以降のものをお願いいたします。
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